
キーワード「お 墓 掃除 やってはいけない 日」 
 

 
▼記事タイトル 

 
お墓掃除の正しい方法とタイミング｜供養の心を込めた掃除術 
 
 

 
▼ディスクリプション(検索結果に説明文として表示する文章) 

 
お墓掃除の方法やタイミングを知り、より心のこもった供養を実践しましょう。お墓掃除の際に気

をつけるべき地域の慣習やタブーも詳しく説明しています。 
 
 

 
▼記事本文 

 

1. お墓掃除の基本知識 

1.1 お墓掃除とは？ 

お墓掃除とは、故人を偲び、その魂を敬うために行う重要な作業です。お墓は故人の安息の場

所であり、家族や親族が定期的に掃除を行うことで、故人に対する尊敬の気持ちを表すととも

に、墓地を清潔に保つことができます。 

お墓掃除の目的 

お墓掃除の主な目的は以下の通りです： 

●​ 故人の供養：お墓をきれいに保つことは、故人への感謝の気持ちを表し、安らかな眠りを
願うことにつながります。 

●​ 周囲への配慮：他の参拝者にとっても、清潔なお墓は心地よいものです。美しい状態を
維持することは、周りへの配慮ともいえます。 

●​ 墓石の保護：長期間放置されたお墓は苔が生えたり、汚れが目立ったりすることがありま
す。定期的に掃除をすることで、墓石を保護し、寿命を延ばすことができます。 

お墓掃除の内容 

お墓掃除には、さまざまな作業が含まれます。一般的な掃除の内容は以下の通りです： 

●​ 墓石の清掃：墓石に付着した汚れや苔を取り除き、柔らかい布やブラシで拭き取ります。
高圧洗浄機や強い洗剤を使用すると、墓石にダメージを与える恐れがあるため注意が必

要です。 



●​ 花立てや水鉢の掃除：花や水を供える場所も掃除が必要です。特に水鉢は定期的に水
を交換し、清潔な状態を保ちます。 

●​ 周辺の雑草取りや掃き掃除：墓地周辺に生えている雑草を取り除き、掃除機やほうきで
周囲をきれいにします。雑草が生えていると、お墓が寂しく見えてしまいます。 

重要なポイントとしては、お墓掃除は単に掃除するだけでなく、心を込めて行うことです。手を合

わせ、感謝の気持ちを込めて作業することで、より意味のある掃除となります。 

 

1.2 お墓掃除に適した時期 

お墓掃除は、故人を偲ぶとともに、お墓を清潔に保つ大切な行事ですが、実際に掃除を行うのに

適した時期がいくつかあります。ここでは、特におすすめの時期をご紹介します。 

お盆やお彼岸 

お盆やお彼岸は、お墓参りや掃除を行う最も一般的な時期です。これらは日本の伝統的な行事

であり、故人の霊を迎える時期としても重要視されています。この期間にお墓を掃除することは、

故人に対する感謝の気持ちを表すだけでなく、家族や親族が集まって供養するための大切な機

会でもあります。 

●​ お盆（7月または8月）：故人の霊を迎え、家族で集まりお墓参りを行う期間です。お盆前
に掃除を行い、墓前をきれいにすることで、故人を気持ちよく迎えることができます。 

●​ お彼岸（春分の日と秋分の日を中心に前後3日間）：お彼岸もお墓参りを行う時期として
広く知られています。春・秋の温暖な季節に行うため、お墓掃除も快適に行えます。 

命日や年忌法要 

故人の命日や年忌法要の時期もお墓掃除に適したタイミングです。命日にはその年の供養を行

うため、掃除をしてお墓を整え、心を込めて故人を迎えることが重要です。年忌法要は、亡くなっ

た年から1年ごとに行う法要で、これもお墓を清掃する良い機会です。 

その他の適切なタイミング 

お墓掃除には、特に決まった時期があるわけではありません。日常的に掃除を行うことが望まし

いですが、具体的なタイミングとしては、以下のような場面でも掃除を行うと良いでしょう。 

●​ 季節の変わり目：春・秋の季節の変わり目に掃除を行うことで、墓石や周辺の状態を常
に良好に保てます。 

●​ 特別な家庭行事の前後：例えば、家族の結婚式や子どもの誕生日、または引越しなど、
家族にとっての重要なイベントの前後に掃除を行うことも意味があります。 

重要なポイントとしては、お墓掃除は行事や季節に合わせて行うことが多いですが、定期的に掃

除を行うことが墓石や周囲の環境を守るためには不可欠であるということです。日常的にお墓の

状態をチェックし、清潔を保つことが大切です。 

 



2. お墓掃除を避けるべき日とは？ 

2.1 友引、仏滅、やってはいけない日とは？ 

お墓掃除を行う際には、日取りにも注意が必要です。特に、日本の伝統的な暦には「友引」「仏

滅」など、特定の日に行うことを避けるべきとされる日があります。これらの日には、迷信や習慣

に基づいて「やってはいけない」とされる理由があります。 

友引 

「友引」は、六曜の一つで、「友を引く」と言われ、親しい人が亡くなる日とされることから、縁起が

悪いとされています。そのため、友引の日には葬儀を避けるべきとされてきました。この考え方

は、お墓掃除にも影響を及ぼし、友引の日にお墓掃除を行うことは避けるべきだと考えられるこ

とが一般的です。しかし、現代ではこの迷信を気にしない方も増えており、必ずしも避けなければ

ならないわけではありません。 

仏滅 

「仏滅」は六曜の中でも最も縁起が悪い日とされており、この日には結婚式や大事なイベントを避

ける風習があります。仏滅は「仏が滅びる」とされ、物事がうまくいかないとされているため、お墓

掃除も避けた方がよいという考え方があります。特に、法事やお墓参りを行う予定がある場合、

仏滅の日を避ける方が多いです。 

やってはいけない日 

「やってはいけない日」には、六曜に関連するものの他にも、特定の日に掃除を避けるべきという

考え方があります。例えば、月の満ち欠けや、特定の祭日なども一部で避けるべきとされている

ことがあります。これらの迷信に従うかどうかは個人の信念によりますが、気になる場合は、事前

に日を選んでお墓掃除を計画すると良いでしょう。 

迷信を信じる理由とその背景 

これらの迷信は、古くからの伝統や文化に根ざしており、社会や地域ごとの習慣によって異なる

こともあります。迷信を信じることにより、何らかの「悪い運命」を避けることができると信じている

人々が多いのです。こうした習慣に従うことは、精神的に安心感を得る手段であるともいえます。 

ただし、近年では科学的根拠が乏しいことも多いため、これらの迷信をあまり気にせず、自分自

身の都合や心地よさを重視する方も増えてきています。しかし、他の人々の信念を尊重するため

に、特にご年配の方が気にされる場合には、これらの日を避けるように配慮することも重要です。 

 

2.2 お墓掃除を避けるべき迷信 

お墓掃除に関しては、日取りだけでなく、実際の作業中に避けるべきとされる迷信もいくつか存

在します。これらの迷信は、古くからの風習に基づいたもので、必ずしも信じる必要はありません

が、伝統を重んじる人々や地域社会では依然として大切にされています。ここでは、お墓掃除を

行う際に注意すべき迷信について詳しく説明します。 



1. 夜のお墓掃除を避ける 

「夜にお墓掃除をすると、悪霊を呼び寄せる」といった迷信が存在します。このため、お墓掃除は

昼間に行うべきだとされることが多いです。夜間は暗く、視界が限られているため、危険を避ける

意味でも昼間に掃除をすることが望ましいとされています。また、夜は亡くなった方の霊が活発に

なると信じられているため、霊的な側面からも避けるべきだとされています。夜に掃除を行うこと

が、故人の霊に対して不敬であるという考え方が強いため、注意が必要です。 

2. お墓掃除中に音を立ててはいけない 

「お墓掃除の最中に音を立てると、故人が怒る」といった迷信もあります。これには、掃除道具が

墓石に当たる音や、掃除の際に発生する音全般が含まれます。音を立てることが、故人に対して

不敬だと考えられているため、静かに丁寧に作業をすることが求められます。お墓掃除を行う際

には、音を立てず静かに掃除を進めることが、故人への敬意を示す重要なポイントです。 

3. 使ってはいけない掃除道具 

「お墓掃除には、特定の道具を使うべきでない」とされることもあります。例えば、金属製のブラシ

や硬い道具を使うことは墓石に傷をつける原因となるため、避けるべきだと考えられています。ま

た、一部では「お墓掃除に使う道具は新しいものに限る」とされ、使い古した道具を使うことに対し

て忌避感を持つ人もいます。掃除道具に関しては、新しいものを使い、墓石を傷つけないように

配慮することが大切です。 

4. 汚れた水を使うべきではない 

「汚れた水を墓地に持ち込んではいけない」という迷信もあります。墓地は聖なる場所とされ、清

らかな水で掃除を行うことが求められます。そのため、掃除に使う水は清潔であるべきであり、汚

れた水や古くなった水を使うことは忌避されています。お墓掃除に使う水は常に新鮮で清潔なも

のを選び、汚れた水で掃除をしないように心掛けることが大切です。 

迷信をどう捉えるか 

これらの迷信に関しては、信じるかどうかは個人の自由ですが、地域社会や家族の中では、伝

統を尊重することが大切です。特に、高齢の方や親戚の中には強く信じている人も多いため、そ

うした考えを尊重しながら掃除を行うと良いでしょう。 

また、現代においては迷信にとらわれず、実際の掃除作業を効率よく行うために道具を工夫した

り、掃除方法を改善したりすることも可能です。ただし、迷信を無視せず、心を込めて掃除を行う

ことが最も大切です。 

 

2.3 迷信を信じる理由とその背景 

お墓掃除に関する迷信や慣習には、古くからの伝統や文化が深く関わっています。これらの迷信

を信じる理由や背景を理解することで、なぜお墓掃除に特別な配慮が求められるのか、その根

底にある考え方が見えてきます。 

1. 宗教的・精神的背景 



お墓掃除に関連する迷信やルールは、ほとんどが宗教的な教えや霊的な信仰から生まれたもの

です。特に、日本の仏教や神道では、故人の霊を敬うことが非常に重要視されています。お墓は

「故人の霊が宿る場所」とされ、掃除や手入れをすることは、霊に対する敬意を示す行為とされて

います。そのため、迷信や禁忌が生まれ、故人の霊に対して不敬がないように細心の注意を払う

ことが求められます。 

また、日本には「霊魂」や「死後の世界」という概念が深く根付いており、死者の魂が生前と変わ

らず影響を与えると信じられています。このため、特に重要な儀式や行動（お墓掃除やお墓参り）

は、決して軽視してはならないとされています。 

2. 歴史的背景 

日本の六曜（友引、仏滅など）をはじめ、日取りに関する考え方は、古代中国の陰陽五行説に由

来しています。この理論に基づき、特定の日に物事を行うと運命に悪影響を及ぼすとされる考え

方が広まりました。特に、亡くなった人を供養する行為においては、最も慎重を期すべきであり、

六曜やそのほかの暦に基づいてお墓掃除を避けるべき日が決められたのです。これらの習慣

は、無意識的に社会の中で守られ、迷信として伝えられてきました。 

3. 心の安定と安心感 

迷信を信じることには、物理的な影響を越えた精神的な役割があります。例えば、特定の日にお

墓掃除をしないことで、故人に不敬を働くことを避けられると信じることで、心の中で安心感を得

ることができます。これは人々が霊的な存在や死後の世界に対して抱く不安を和らげ、精神的な

安定を得るための手段となっています。迷信を信じることは、ただの恐れや不安から来るもので

はなく、心の平穏を保つための一つの方法でもあるのです。 

4. 社会的・文化的背景 

また、迷信には地域や文化に根ざしたものも多く、特定のコミュニティ内で「お墓掃除の際に何を

避けるべきか」を共有することが、集団としてのつながりや一体感を保つための手段ともなりま

す。多くの日本人がこのような慣習を守り、集団生活の一部として迷信を信じているのです。これ

により、地域社会の中で同じ価値観を共有することができ、文化や伝統を守り続ける役割も果た

しています。 

 

3. お墓掃除を行う最適なタイミング 

3.1 お盆やお彼岸 

お墓掃除と密接に関係している行事に、お盆やお彼岸があります。これらは日本の伝統的な行

事であり、故人を供養するために特別な意味を持っています。お墓掃除を行うタイミングとして、

お盆やお彼岸は非常に重要な時期であり、これらの行事とお墓掃除をどう結びつけるかは、家

庭や地域の習慣にも関わります。ここでは、お盆やお彼岸とお墓掃除の関係について詳しく見て

いきます。 

1. お盆とお墓掃除 



お盆は、先祖の霊を迎え、供養する期間であり、毎年8月に行われることが一般的です。この期
間は、先祖の霊が家に帰ってくるとされるため、故人を敬うための重要な時期となります。お墓掃

除は、この期間に先祖の霊が訪れる前に行うべきとされています。お盆の前にお墓掃除をし、清

潔な状態にして霊を迎えることが、先祖への敬意を示す行為として重要です。 

お盆のお墓掃除では、単に墓石をきれいにするだけでなく、花やお供え物を新しくし、故人を敬う

気持ちを表現します。お墓周りの雑草を抜いたり、石を洗ったりすることで、先祖の霊を気持ちよ

く迎える準備を整えます。お盆期間中にお墓を訪れ、掃除やお参りを行うことは、故人をしっかり

と供養することに繋がります。 

2. お彼岸とお墓掃除 

お彼岸は、春分の日と秋分の日を中心に行われる行事で、こちらも故人を供養するための大切

な時期です。お彼岸には、故人がこの世に戻ってくると信じられているため、お墓掃除は欠かせ

ない行事とされています。お彼岸のお墓掃除は、お盆と同様に霊を迎える準備として行います。 

春分と秋分の日の前後には、多くの人が実家や先祖の墓地を訪れ、お墓掃除をしてからお参り

を行います。お彼岸の期間にお墓掃除を行うことで、先祖への感謝の気持ちを表すと共に、自分

自身も故人とのつながりを再確認することができます。 

3. お盆・お彼岸のお墓掃除の際に注意すべき点 

お盆やお彼岸にお墓掃除を行う際には、以下の点に気をつけましょう。 

●​ 掃除道具を準備する​
お墓掃除には、必要な道具（ほうき、掃除用ブラシ、雑巾、バケツなど）を準備しましょう。

特に、墓石や供物を傷つけないように注意を払い、柔らかい素材を使用することが重要

です。 
●​ 他の参拝者と協力する​

お盆やお彼岸の期間は、他の家族や親族、地域の人々もお墓参りを行うため、混雑する

ことがあります。掃除の際には、他の参拝者と協力し、譲り合いながら作業を進めること

が大切です。 
●​ 供物を忘れずに準備する​

お墓掃除が完了したら、お供え物やお花を忘れずに準備しましょう。お盆やお彼岸の供

養では、花や果物、お菓子などが一般的に供えられます。これらは故人を思い、清らかな

心で供えるべきです。 

 

3.2 命日や年忌法要 

命日や年忌法要は、故人を偲び、供養するために行われる重要な行事です。これらの行事に合

わせてお墓掃除を行うことは、故人への敬意を示すと共に、家族や親族が集まって故人をしっか

りと供養する機会となります。ここでは、命日や年忌法要におけるお墓掃除の重要性と、その際

に心掛けるべきポイントについてご紹介します。 

1. 命日のお墓掃除 



命日とは、故人が亡くなった日を指し、その日に行う法要やお参りは、故人への感謝と供養を表

す大切な時間です。命日に合わせてお墓掃除を行うことで、故人に対する思いを新たにし、清ら

かな状態でお参りをすることができます。お墓掃除の際は、墓石を丁寧に拭き、周囲の雑草を取

り除きます。また、お供え物やお花を新たにして、命日を迎える準備を整えます。命日のお墓掃

除は、故人の霊を迎えるための重要な行動です。 

2. 年忌法要とお墓掃除 

年忌法要は、故人が亡くなった年数に応じて行われる法要で、故人の供養を続けるための重要

な儀式です。年忌法要の日にもお墓掃除を行うことで、再び故人への感謝の気持ちを新たにし、

家族が一堂に会して供養を行います。年忌法要の前にお墓をきれいにしておくことで、法要がよ

り意味深いものとなり、故人への尊敬と感謝を伝えることができます。年忌法要前のお墓掃除

は、供養を行うための準備の一環として欠かせません。 

3. お墓掃除のタイミングと心構え 

命日や年忌法要の前には、できるだけ早めにお墓掃除を行い、清潔な状態にしておくことが大切

です。また、掃除を行う際には、故人に対する感謝の気持ちを込めて丁寧に作業することが重要

です。これらの行事は、故人との絆を再確認する良い機会でもあるため、心を込めてお墓掃除を

行い、供養の時間を大切にしましょう。 

 

3.3 その他の適切なタイミング 

お墓掃除を行うタイミングは、お盆やお彼岸、命日や年忌法要だけではありません。日常的にお

墓を清潔に保つためには、その他の適切なタイミングでの掃除も大切です。ここでは、お墓掃除

を行うべき時期や状況について紹介します。 

1. 季節の変わり目 

季節の変わり目は、お墓掃除を行う絶好のタイミングです。特に春と秋は、草木が生長しやすく、

雑草が伸びやすいため、掃除をしておくことが重要です。また、季節ごとの花を供えるためにも、

お墓周りをきれいに保つことが求められます。春や秋の変わり目にお墓掃除を行うことで、常に

清潔な状態を保つことができます。 

2. 雑草やゴミが溜まってきた時 

お墓周りに雑草やゴミが目立ち始めたら、定期的に掃除を行うべきサインです。特に、雨が降っ

た後や風が強い日には、ゴミや葉っぱが散乱しやすくなります。これらを放置しておくと、墓石が

汚れたり、霊的な意味で不敬に思われることもあります。雑草やゴミが溜まる前に、こまめに掃除

をすることで、清潔な状態を維持できます。雑草やゴミが溜まり始めたら、すぐに掃除を行うこと

が重要です。 

3. 家族や親族が集まるタイミング 

お墓掃除は、家族や親族が集まるタイミングにも適しています。例えば、法事や集まりがある際

には、みんなで協力して掃除を行うことができます。家族全員でお墓掃除をすることで、故人を



しっかりと供養する気持ちを共有でき、絆を深める良い機会となります。家族が集まる際にお墓

掃除を行うことで、共同の思いを形にできます。 

4. 霊的な意味を考慮したタイミング 

霊的な意味で、月の満ち欠けや天候、方角などを気にして掃除をする方もいます。例えば、満月

の日に掃除を行うと良いと言われることもありますが、最も大切なのは自分自身が納得したタイミ

ングで掃除を行うことです。心を込めて掃除をすれば、その行為自体が供養となります。掃除の

タイミングは自分の気持ちに合わせ、心を込めて行うことが大切です。 

 

4. 正しいお墓掃除の方法と注意点 

4.1 必要な道具と掃除方法 

お墓掃除を行う際には、適切な道具を使うことが重要です。無理に力を入れて掃除をすると、墓

石や周辺環境を傷つけてしまう可能性があります。ここでは、お墓掃除に必要な道具とその使い

方、掃除方法について詳しくご紹介します。 

1. 必要な道具 

お墓掃除に必要な基本的な道具は以下の通りです。これらの道具を準備してから掃除を始める

ことで、効率よく、かつ丁寧に掃除ができます。 

●​ ほうき（掃除用ブラシ）​
墓石の周囲に溜まった葉や小石を掃くためのほうきは必須です。特に石の隙間に溜まっ

たゴミや細かな汚れを取り除くために、柔らかいブラシタイプのものが適しています。 
●​ 雑巾や布巾​

墓石を拭くための雑巾や布巾は、汚れを落とすために使用します。できるだけ柔らかい

布を使い、擦りすぎないように注意しましょう。 
●​ バケツと水​

お墓掃除には水が欠かせません。墓石を洗うためにバケツに水を汲み、雑巾で拭く際に

使います。また、掃除後に手や道具を洗うためにもバケツが便利です。 
●​ ゴミ袋​

掃除中に出るゴミや雑草、落ち葉などを集めるためのゴミ袋も準備しておきましょう。 

2. 掃除方法 

お墓掃除は、墓石や周囲を傷つけないように注意深く行う必要があります。以下の手順で掃除を

進めることをお勧めします。 

1. 周囲のゴミや雑草を取り除く 

まず最初に、墓石の周囲に溜まったゴミや落ち葉をほうきで掃き集めます。また、雑草が生えて

いる場合は根から取り除きます。これにより、お墓周りがすっきりと片付き、清潔感が出ます。 

2. 墓石を洗う 



墓石が汚れている場合は、雑巾を水で濡らして拭きます。特に汚れがひどい部分や石の隙間に

こびりついた汚れは、柔らかいブラシを使って優しくこすります。強くこすり過ぎると墓石に傷がつ

くことがあるため、優しく丁寧に行うことが大切です。 

3. 墓石の乾拭き 

水で拭いた後、もう一度乾いた布で墓石を拭き、しっかりと水気を取ります。湿気が残るとカビの

原因になるため、しっかりと乾燥させることがポイントです。 

4. お供え物や花を整える 

掃除が終わったら、新しいお花やお供え物を用意し、故人を敬う気持ちを込めて供えます。花や

お供え物を新しくすることで、清潔で敬意のあるお墓を保つことができます。 

 

4.2 掃除を行う際の注意点 

お墓掃除は故人への敬意を示す大切な行為ですが、掃除を行う際にはいくつかの注意点があり

ます。無意識に墓石を傷つけてしまったり、作業が不適切になったりすることを避けるために、以

下のポイントに気をつけて掃除を行いましょう。 

1. 墓石を傷つけないように注意する 

墓石は長年風雨にさらされているため、摩擦に弱い場合があります。掃除の際に強い力で擦っ

たり、硬い道具を使うと、墓石に傷がつく可能性があります。特に、墓石の表面や彫刻部分には

細かい傷がつきやすいので、使用する道具は柔らかいものを選び、力を入れすぎないようにしま

しょう。墓石に優しく触れることで、長く美しい状態を保つことができます。 

2. 水の使用方法に気をつける 

水を使って掃除を行う際は、使いすぎないように注意しましょう。墓石に水をかける際、石材に

よっては長時間水分を吸収し、シミやカビの原因になることがあります。水を使った後は必ず乾

拭きで水分を取り除き、湿気を残さないようにしましょう。また、霊的な観点からも、水を不必要に

大量に使うことは避けるべきとされています。 

3. 清掃後の整理整頓 

掃除を終えた後は、お墓周りをきれいに整理整頓することが大切です。お供え物や花を新しくし

て、墓石周りのゴミや雑草をきちんと片づけます。片付けをしないまま放置すると、次に来た人が

掃除しづらくなるだけでなく、霊的に不敬にあたる場合もあります。清掃後には必ず周囲を整え

て、周りの人々にも配慮した美しい状態を保ちましょう。 

4. 他人の墓地を尊重する 

お墓掃除を行う際には、他人の墓地にも配慮が必要です。自分の墓地の掃除をしている時でも、

隣の墓にゴミを落とさないように気をつけるべきです。共同墓地や公園墓地など、複数の墓が並

んでいる場合は、他の参拝者が掃除しやすいように場所を選んで作業を行いましょう。他の墓地

への配慮が、円滑な掃除作業を助けます。 



5. 供養の心を忘れない 

お墓掃除を行う目的は、あくまで故人への敬意を表すことです。掃除の作業そのものが目的にな

らず、供養の心を大切にしましょう。心を込めて掃除をし、花やお供え物を新たにすることは、故

人とのつながりを再確認する大切な行為です。掃除の際に、故人への感謝と供養の心を忘れず

に作業を進めることが重要です。 

 

4.3 他の参拝者への配慮 

お墓掃除を行う際、周囲の参拝者への配慮も大切です。お墓は個人的な空間であると同時に、

他の人々の思いが集まる場所でもあります。そのため、掃除を行う際には、他の参拝者が静か

に過ごせるように心がけることが求められます。 

1. 掃除の時間帯に注意 

お墓掃除を行う時間帯は他の参拝者が訪れる可能性が低い時間を選ぶと良いでしょう。特に、

葬儀や法要の直前や直後など、参拝者が多く訪れる時間帯は避けることが望ましいです。静か

な環境でお墓掃除を行うことは、周囲の人々への配慮にも繋がります。 

2. 騒音を避ける 

掃除中に使う道具や手桶が音を立てることがありますが、できるだけ静かに作業を進めましょう。

大きな音や物を落とすような行動は、他の参拝者に不快感を与えることがあります。静かに掃除

をすることで、参拝の空気を壊さず、周囲の人々が心穏やかに過ごせます。 

3. 周囲の墓地に配慮 

自分の墓地だけでなく、隣の墓地にも配慮をしましょう。掃除中に隣の墓地にゴミを落とさないよ

うに気をつけ、万が一ゴミが落ちてしまった場合はすぐに拾い、清潔を保つよう心がけます。周り

の墓地が美しく保たれることで、全体の雰囲気が整います。 

 

5. お墓掃除を行う際の地域ごとの風習 

5.1 地域ごとの違いとタブー 

お墓掃除を終えた後は、故人への供養を行うことが非常に重要です。掃除だけではなく、心を込

めて供養をすることで、故人の霊を慰め、家族や先祖への感謝の気持ちを表現することができま

す。供養の行為は、墓地を清めるだけでなく、故人とのつながりを再確認する大切な時間でもあ

ります。 

1. お花やお供え物の用意 

掃除を終えた後には、お花やお供え物を新たにすることが基本です。お花は故人を偲ぶ象徴で

あり、お供え物は家族の思いを伝えるものです。新しい花を供えることで、故人への敬意を示し、

墓地を清潔に保つことができます。 



2. 手を合わせる 

供養の最も大切な部分は、心を込めて手を合わせることです。お墓掃除を通して、故人への感謝

の気持ちやこれからの平安を祈ることが重要です。供養の心を持って、手を合わせることで、故

人の霊が安らかであることを願いましょう。 

3. 定期的な供養の習慣 

お墓掃除と供養は一回限りの行為ではなく、定期的に行うことが大切です。お盆や彼岸などの特

別な時期にはもちろん、日々の生活の中で定期的にお墓を訪れ、供養を行うことで、故人とのつ

ながりを強めることができます。 

 

5.2 地域に伝わるお墓掃除の慣習 

お墓掃除の方法やタイミングには、地域独自の慣習が存在します。これらの慣習は、長い歴史の

中で築かれたものが多く、地域社会の絆や文化的背景を反映しています。地域ごとの特徴的な

掃除方法を知り、尊重することは、故人に対する敬意を表すだけでなく、地域の伝統を守ることに

も繋がります。 

1. お墓掃除のタイミング 

地域によって、お墓掃除を行うべき特別な日が決まっていることがあります。例えば、ある地域で

はお盆やお彼岸にお墓掃除を行うことが習慣となっており、この時期に故人の霊を迎えるための

準備として掃除をします。また、別の地域では命日に合わせて掃除を行うことが一般的です。掃

除を行う日が特定されていることで、地域の人々が一致団結して故人を偲ぶことができ、精神的

なつながりを深める役割を果たします。 

2. 使用する道具 

地域によっては、掃除に使用する道具にも独自の決まりがあります。例えば、ある地域では「竹

のほうき」を使って掃除を行うことが習慣となっており、竹を使うことで、自然との調和を大切にす

る意味が込められています。ほかにも、特定の色の布を使って墓石を拭くなど、地域に根差した

道具や方法が存在します。これらの伝統的な方法を守ることは、地域文化の継承として重要で

す。 

3. 供物や花の習慣 

地域により、お墓に供える花や供物に特徴があります。例えば、ある地域ではお墓に供える花と

して、地域で採れた花を使うことが推奨されていることもあります。また、供物としても、地域特有

の食品やお菓子を供えることが習慣になっており、これらを通じて故人への敬意や思いを表現し

ます。 

 

6. まとめ 



お墓掃除は、故人を敬い、先祖への感謝の気持ちを表現する大切な行為です。掃除を行うタイミ

ングや方法、地域ごとの慣習を理解し、適切に実施することが、より深い意味を持つ供養につな

がります。お墓掃除の際は、掃除のタイミングや道具の使い方、周囲の人々への配慮を意識しな

がら行動することが大切です。 

また、地域ごとに異なるお墓掃除の慣習やタブーに従うことも、故人への敬意を表し、地域社会

とのつながりを強めることになります。掃除を通じて故人の霊を慰め、心を込めた供養を行うこと

は、家族や地域の絆を深め、故人との絆を再確認する貴重な時間です。 

お墓掃除は一度限りの行為ではなく、定期的に行うことで、故人を偲ぶ気持ちを持ち続けること

ができます。これからも、掃除や供養を通じて、先祖を大切にする習慣を継承していくことが、私

たちの未来への責任であると言えるでしょう。 

 
 

お墓掃除のことならお墓掃除本舗にお任せください 
お墓掃除は単なる清掃ではなく、故人や先祖への敬意を表す大切な儀式です。「お墓掃除本舗」

では、プロのスタッフが心を込めてお墓掃除を行い、供養の大切さをサポートいたします。忙しい

方や遠方にお住まいの方でも、安心してお任せいただけます。お墓掃除を通じて、故人との絆を

深め、心安らぐ時間を提供します。詳細は今すぐ公式サイトでご確認ください。 

https://www.ohaka-daikouhonpo.com/ 
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